
別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(274／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－92(4/5) 敷地内の固定源に対する使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の有毒ガス

濃度評価結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(275／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－92(5/5) 敷地内の固定源に対する使用済燃

料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の有毒ガス

濃度評価結果 

 
※1：（）内は評価点と放出点とを結んだ直線が着目方位に隣接する

方位にある放出点を示す。 

※2：評価点と放出点とを結んだ直線が着目方位及びその隣接方位

にある複数の放出点からの有毒ガスの重ね合わせを考慮する

ため，有毒ガス防護判断基準値との比の和を算出した。 

※3：放出率の設定が不要であることから，「－」と記載した。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(276／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－93 敷地内の可動源からの有毒ガスの放出率 

 
※1：揮発性の有毒化学物質である硝酸，アンモニア及びメタノー

ルの水溶液からの放出率は，着目方位ごとの風速によって変

化することから，制御室の外気取入口と放出点の着目方位ご

とに記載する。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(277／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－94 敷地内の可動源に対する評価点（中央制

御室の外気取入口）における相対濃度 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(278／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－95 敷地内の可動源に対する評価点（使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の外気取

入口）における相対濃度 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(279／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－96 敷地内の可動源に対する中央制御室の有

毒ガス濃度評価結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(280／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－97 敷地内の可動源に対する使用済燃料の受

入れ施設及び貯蔵施設の制御室の有毒ガス濃度評

価結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(281／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－98 有毒ガス防護措置（換気設備の隔離）を

考慮した場合の制御室の有毒ガス影響評価結果 

 
※1：有毒ガス影響評価においては，制御室内の有毒ガスの濃度が

最大となる条件として，放出点からの風向は外気取入口での

有毒ガス濃度が最大となる風向で一定であるとし，また，有

毒ガス防護措置として実施する有毒ガスの終息活動を考慮せ

ず，有毒ガスの発生が最大の放出率で継続し，自然に終息す

るまでの時間（有毒化学物質の量÷最大の放出率）にわたっ

てインリークにより取り込まれることとしている。 

一方で，現実的な想定としては，風向が変動することで，

制御室の外気取入口付近の有毒ガス濃度が高いまま一定にな

ることは考え難い。また，終息活動を開始することで速やか

に有毒ガスの放出率が低下することが想定されるため，長時

間にわたって最大の放出率で放出が継続し，制御室内に取り

込まれ続けることは考え難い。したがって，インリークを考

慮した場合でも，実際の室内濃度は，上表に示す値よりも十

分小さくなると考えられる。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(282／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表4－99 有毒ガス防護措置（防護具の着用）を考

慮した場合の制御室の有毒ガス影響評価結果 

 
※1：有毒ガスの終息活動に期待できないことを仮定した場合に

は，制御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度を正常化する目

的で，一時的に外気を取り入れることも考えられる。そのた

め，有毒ガス影響評価においては，厳しい評価結果を与える

よう，換気設備の隔離により室内濃度が外気濃度よりも低く

なることを考慮せず，室内濃度が評価上の最大の外気濃度と

同じになっているとして吸気中の濃度を評価し，そのような

厳しい条件を設定した場合においても，防護具を着用するこ

とで運転員を防護できることを確認している。 

一方で，現実的な想定としては，換気設備の隔離によって

制御室内の有毒ガス濃度は表4－98の室内濃度が上限となる

ため，防護具を着用した場合の実際の吸気中の濃度は，上表

に示す値よりも十分小さくなると考えられる。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(283／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

表 4-36 酸素及び二酸化炭素濃度許容濃度 
項 目  許容濃度 備考 

酸素濃度  19Vol%以

上 

「鉱山保安法施行規則」を準

拠(鉱山労働者が作業し，又

は通行する坑内は，当該濃度

以上とする通気の確保を要

求) 

二酸化炭

素濃度 

 0.5Vol%

以下 

「事務所衛生規則」を準拠

(事務作業に従事する労働者

が主として使用する室内は当

該濃度以下とする換気設備の

性能を要求) 
 

表 4-100 酸素及び二酸化炭素濃度許容濃度 
項 目 許容濃度 備考 

酸素濃度 

 

 

19%以上 「鉱山保安法施行規則」を準拠

(鉱山労働者が作業し，又は通行

する坑内は，当該濃度以上とす

る通気の確保を要求) 二酸化炭

素濃度 

 

1%以下 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(284／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4-101(1/2) 制御建屋中央制御室内の酸素濃度

及び二酸化炭素濃度計算条件 

(臨界事故時) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(285／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4-101(2/2) 制御建屋中央制御室内の酸素濃度

及び二酸化炭素濃度計算条件 

(地震を要員として発生が想定される重大事故の同

時発生時) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(286／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4-102(1/2) 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御

室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度計算条件 

(臨界事故時) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(287／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

表 4-102(2/2) 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋制御

室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度計算条件 

(地震を要員として発生が想定される重大事故の同

時発生時) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(288／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 再処理施設では制御室

に待避室を設けない。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(289／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 居住性に係る被ばく評価の手順 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(290／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

図 4-2 制御室の運転員の被ばく経路 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(291／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
 

図 4-3 中央制御室の居住性に係る被ばく経路イ

メージ 

 

509



別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(292／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4-4 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室の居住性に係る被ばく経路イメージ 

 

 
図 4-4 建屋影響を考慮する条件（水平断面での

位置関係） 

 再処理施設において

は、風の巻き込みによ

る建屋影響は考慮しな

い。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(293／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
（原子炉冷却材喪失時の放出源と評価点） 

 
（主蒸気管破断時の放出源と評価点） 

図 4-5 放射性物質の放出源と評価点の位置関係

（設計基準事故時） 

 
図 4－5 中央制御室滞在時の評価対象方位(風向) 

(放出源：主排気筒，評価点：制御建屋の外気取入

口) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(294／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
（原子炉建屋からの放出における放出源と評価点） 

 
（非常用ガス処理系排気筒からの放出における放出

源と評価点） 

図 4-6 放射性物質の放出源と評価点の位置関係

（炉心の著しい損傷が発生した場合）（1／2） 

 
図 4-6  使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制

御室滞在時の評価対象方位(風向) 

(放出源：主排気筒，評価点：使用済燃料受入れ・

貯蔵建屋の外気取入口) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(295／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
（格納容器圧力逃がし装置からの放出における放

出源と評価点） 

図 4-6 放射性物質の放出源と評価点の位置関係

（炉心の著しい損傷が発生した場合）（2／2） 

 再処理施設の事故事象

としては主排気筒から

の放出であり、その他

事故事象毎に放出源と

評価点は変わらないた

め、個別のケースは記

載しない。（以下、同

様。） 

 
図 4-7 原子炉冷却材喪失時の室内作業時の評価

方位（中央制御室中心）（設計基準事故時） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(296／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-8 原子炉冷却材喪失時の入退域時の評価方

位（サービス建屋入口）（設計基準事故時） 

 再処理施設において

は、同一体制で制御室

にいる要員の被ばく評

価を行うため、入退域

時の被ばく評価は実施

しない。 

 
図 4-9 主蒸気管破断時の室内作業時の評価方位

（中央制御室中心）（設計基準事故時） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(297／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-10 主蒸気破断時の入退域時の評価方位（サ

ービスっ建屋入口）（設計基準事故時） 

 再処理施設において

は、同一体制で制御室

にいる要員の被ばく評

価を行うため、入退域

時の被ばく評価は実施

しない。 

 
図 4-11 非常用ガス処理系排気筒放出時の評価方

位（評価点：中央制御室中心）（炉心の著しい損

傷が発生した場合） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(298／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
第 4-12 格納容器圧力逃がし装置からの放出時の

評価方位（評価点：中央制御室中心）（炉心の著

しい損傷が発生した場合） 

  

 
図 4-13 原子炉建屋漏えい時の評価方位（評価

点：中央制御室中心）（炉心の著しい損傷が発生

した場合） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(299／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-14 非常用ガス処理系排気筒からの放出時の

評価方位（評価点：建屋入口）（炉心の著しい損

傷が発生した場合） 

  

 
図 4-15 格納容器圧力逃がし装置からの放出時の

評価方位（評価点：建屋入口）（炉心の著しい損

傷が発生した場合） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(300／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-15 原子炉建屋漏えい時の評価方位（評価

点：建屋入口）（炉心の著しい損傷が発生した場

合） 

  

 
図 4-17 原子炉建屋断面図（投影面積） 

 再処理施設において

は，風の巻き込みによ

る評価は不要であるた

め，投影面積に係る事

項は該当しない。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(301／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－7 中央制御室被ばく評価時の直接線量及び

スカイシャイン線量評価モデル 

(臨界事故時核分裂による放射線) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(302／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－8 中央制御室被ばく評価時の直接線量及び

スカイシャイン線量評価モデル 

(臨界事故時 FP 放出分及び溶液から気相への移行

分による放射線) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(303／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－9 中央制御室被ばく評価時の直接線量及び

スカイシャイン線量評価モデル 

(蒸発乾固時/水素爆発時の放射線) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(304／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－10 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室被ばく評価時の直接線量及びスカイシャ

イン線量評価モデル 

(臨界事故時核分裂による放射線) 

 

522



別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(305／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－11 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室被ばく評価時の直接線量及びスカイシャ

イン線量評価モデル 

(臨界事故時 FP 放出分及び溶液から気相への移行

分からの放射線) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(306／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－12 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室被ばく評価時の直接線量及びスカイシャ

イン線量評価モデル 

(蒸発乾固時/水素爆発時の放射線) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(307／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-18 原子炉冷却材喪失時の直接ガンマ線評価

モデル（1／2） 

 

 

 
図 4-18 原子炉冷却材喪失時の直接ガンマ線評価

モデル（2／2） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(308／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-19 原子炉冷却材喪失時のスカイシャインガ

ンマ線評価モデル 

 

 

 
図 4-20 主蒸気管破断時の直接ガンマ線評価モデ

ル（1／2） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(309／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-20 主蒸気管破断時の直接ガンマ線評価モデ

ル（2／2） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(310／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(311／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(312／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(313／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(314／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(315／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(316／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(317／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(318／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(319／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-31 中央制御室内被ばく評価時のグランドシ

ャイン評価モデル（1／2） 

 

 

 
図 4-32 中央制御室内被ばく評価時のグランドシ

ャイン評価モデル（2／2） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(320／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-33 入退域被ばく評価時のグランドシャイン

評価モデル 

 

 

 
図 4-34 中央制御室換気系系統図 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(321／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
図 4-35 中央制御室退避室空気ボンベ系統図 

 再処理施設では中央

制御室退避室を設け

ない 

 
図 4-36 中央制御室及び中央制御室退避室バウン

ダリ体積 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(322／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－13 有毒ガス防護判断基準値の判断フロー 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(323／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－14 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と主排気筒と

の位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(324／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－15 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と低レベル廃

液処理建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(325／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－16 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と分析建屋と

の位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(326／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－17 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と出入管理建

屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(327／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－18 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と試薬建屋と

の位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(328／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－19 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口とウラン脱硝

建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(329／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－20 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と低レベル廃

棄物処理建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(330／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 
図 4－21 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と使用済燃料

受入れ・貯蔵建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(331／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－22 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と模擬廃液貯

蔵庫との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(332／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－23 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と燃料加工建

屋との位置関係 

 

550



別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(333／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－24 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口とガラス固化

技術開発建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(334／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－25 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口とユーティリ

ティ建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(335／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－26 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と一般排水処

理建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(336／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－27 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室の外気取入口と第２一般排

水処理建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(337／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－28 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室と敷地内の可動源（硝酸）

の輸送ルートとの位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(338／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－29 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室と敷地内の可動源（液体二

酸化窒素）の輸送ルートとの位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(339／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－30 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室と敷地内の可動源（アンモ

ニア）の輸送ルートとの位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(340／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－31 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における中央制御室と敷地内の可動源（メタノ

ール）の輸送ルートとの位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(341／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－32 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と主排気筒との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(342／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－33 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と低レベル廃液処理建屋と

の位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(343／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－34 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と分析建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(344／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－35 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と出入管理建屋との位置関

係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(345／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－36 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と試薬建屋との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(346／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－37 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口とウラン脱硝建屋との位置

関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(347／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－38 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と低レベル廃棄物処理建屋

との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(348／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－39 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と模擬廃液貯蔵庫との位置

関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(349／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－40 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と燃料加工建屋との位置関

係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(350／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－41 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口とガラス固化技術開発建屋

との位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(351／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－42 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口とユーティリティ建屋との

位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(352／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－43 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と一般排水処理建屋との位

置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(353／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 
図 4－44 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の外気取入口と第２一般排水処理建屋と

の位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(354／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－45 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室と敷地内の可動源（硝酸）の輸送ルート

との位置関係 

 

572



別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(355／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 

 
図 4－46 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室と敷地内の可動源（液体二酸化窒素）の

輸送ルートとの位置関係 
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発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(356／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－47 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室と敷地内の可動源（アンモニア）の輸送

ルートとの位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(357／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－48 制御室の居住性に係る有毒ガス濃度評

価における使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室と敷地内の可動源（メタノール）の輸送

ルートとの位置関係 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(358／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－49 温度 30℃における硝酸濃度の違いによ

る分圧の変化 

 

 

 
図 4－50 温度約 32.2℃におけるアンモニア濃度

の違いによる分圧の変化 
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発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(359／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
図 4－51 温度 39.9℃におけるメタノール濃度の

違いによる分圧の変化 

 

 

 

 
図 4－52 硝酸濃度と炭素鋼の腐食速度の関係

（鉄鋼工学講座 11 鋼鉄腐食化学より） 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(360／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

別添 1 

空気流入率試験について 

 

 

「原子力発電所中央制御室の居住性に係る被ば

く評価手法について（内規）（平成 21・07・27 原

院第 1 号平成 21 年 8 月 12 日）」の別添資料

「原子力発電所の中央制御室の空気流入率測定試

験手法」に基づき，東海第二発電所中央制御室に

ついて平成 27 年 2 月に試験を実施した結果，空気

流入率は最大で 0.47 回／h（±0.012（95 ％信頼

限界値））である。試験結果の詳細は第 1.1 表に

示す。 

 

別添 1 

空気流入率測定試験結果について 

 

１．試験方法 

試験手順を第 1図，中央制御室バウンダリを第

2図に示す。 

試験方法は，制御建屋中央制御室換気設備の運

転を平常運転から事故時運転モードとした上で，

微量のトレーサ ガスを，制御建屋中央制御室換気

設備の系統から注入し，中央制御室内のガス濃度

が均一になるまで中央制御室内の雰囲気を循環し

攪拌を行い，その後数時間にわたりガス濃度を測

定する。これにより外気の流入率を求める。 

これは，中央制御室バウンダリ内の体積を𝑉，
中央制御室バウンダリ内の時刻𝑡におけるトレーサ 

ガスの濃度を𝐶ሺ𝑡ሻ，単位時間当たりに中央制御室

バウンダリ内へ注入されるトレーサ ガスの量を

𝑆ሺ𝑡ሻ，単位時間当たりに中央制御室バウンダリ外

へ出て行くガスの量を𝑓とすると，トレーサ ガス

の質量バランスは，次式で表せる。 

𝑉・
𝑑𝐶ሺ𝑡ሻ
𝑑𝑡 ൌ 𝑆ሺ𝑡ሻ െ 𝑓・𝐶ሺ𝑡ሻ 

濃度減衰法では，トレーサ ガスの注入終了後に

濃度変化を測定するので，𝑆ሺ𝑡ሻ ൌ 0である。ま

た，中央制御室内への空気流入率𝑁は𝑁 ൌ 𝑓 𝑉⁄ で

あるから，𝑡଴を最初のサンプリング時刻とする

と， 
𝑙𝑛𝐶ሺ𝑡ሻ ൌ െ𝑁ሺ𝑡 െ 𝑡଴ሻ ൅ 𝑙𝑛𝐶ሺ𝑡଴ሻ 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(361／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 となり，トレーサ ガス濃度の対数をサンプリング

時間に対してプロットすることで，その傾きとし

て空気流入率を得ることができる 
𝑁 ൌ െሼ𝑙𝑛𝐶ሺ𝑡ሻ െ 𝑙𝑛𝐶ሺ𝑡଴ሻሽ ሺ𝑡 െ 𝑡଴ሻ⁄  

 

２．試験結果 

試験結果は第 1表，第 3図及び第 4図に示すと

おり，空気流入率は換気率換算で最大 0.0232 回

/h(±0.0061(95％信頼率))となった。 

したがって，中央制御室の居住性に係る被ばく

評価で用いる高性能粒子フィルタを経由せずに流

入する放射性物質を含む空気の流入率は，より厳

しい結果となるように中央制御室換気率換算で

0.03 回/ｈとする。 

 

 

 
第 1 図 中央制御室空気流入率測定試験の手順 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(362／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
第 2 図 中央制御室バウンダリ 

 

 第 1 表 中央制御室空気流入率測定試験の手順及

び結果 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(363／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 

 
第 3 図 中央制御室空気流入率測定試験の結果(A

系統) 

 

 

 
第 4 図 中央制御室空気流入率測定試験の結果(B

系統) 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(364／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

別添 2 

中央制御室換気空調設備のフィルタ除去性能の維

持について 

 

中央制御室換気系フィルタユニットのフィルタ

は十分な保持容量及び吸着容量を有する設計とす

る。以下に放射性微粒子保持容量及びよう素吸着

容量を示す。 

 

1. 中央制御室換気系高性能粒子フィルタの放射性

微粒子保持容量 

中央制御室換気系高性能粒子フィルタの放射性

微粒子の保持容量は，375g/枚であり，中央制御室

換気系高性能粒子フィルタの枚数は，6枚（1系

統）で，保持容量は 2250g となる。 

 

 

 

 

 

 

2. 中央制御室換気系チャコールフィルタのよう素

吸着容量 

中央制御室換気系チャコールフィルタの活性炭

充てん量は，16.5 ㎏/ﾄﾚｲ×6 個（1 系統）で 99 

kg であり，吸着容量は，99 g（1 g/㎏×99 kg）

となる。 

別添 2 

制御室換気設備のフィルタ除去性能の維持につい

て 

 

中央制御室フィルタユニット及びの制御室フィ

ルタユニットの高性能粒子フィルタは十分な保持

容量を有する設計とする。以下に微粒子保持容量

を示す。 

 

1. 中央制御室フィルタユニットの微粒子保持容量 

 

中央制御室フィルタユニットの高性能粒子フィ

ルタの微粒子の保持容量は，1250g/枚であり，中

央制御室フィルタユニットの高性能粒子フィルタ

の枚数は 3枚(1 系統)で，保持容量は 3750g とな

る。 

2. 制御室フィルタユニットの微粒子保持容量 

制御室フィルタユニットの高性能粒子フィルタ

の微粒子の保持容量は，1250g/枚であり，制御室

フィルタユニットの高性能粒子フィルタの枚数は

4枚(1 系統)で，保持容量は 5000g となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再処理施設の制御室に

はチャコールフィルタ

を設置しない。（高性

能粒子フィルタ：保持

容量／チャコールフィ

ルタ：吸着容量） 
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発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(365／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

中央制御室換気系フィルタユニットのフィルタ

保持容量及び吸着容量を第 2.1 表に示す。 

 

 

第 2.1 表 中央制御室換気系フィルタユニットの

フィルタ保持容量及び吸着容量 
 保持容量／吸着容量 

中央制御室換気系高性能粒

子フィルタ 

2250ｇ 

中央制御室換気系チャコー

ルフィルタ 

99ｇ 

 

中央制御室フィルタユニット及び制御室フィル

タユニットのフィルタ保持容量を第 2.1 表に示

す。 

 

第 2.1 表 中央制御室フィルタユニット及び制御

室フィルタユニットのフィルタ保持容量 
 保持容量 

中央制御室フィルタユニット 3750ｇ 

制御室フィルタユニット 5000ｇ 

 

 

再処理施設の制御室に

はチャコールフィルタ

を設置しない。（高性

能粒子フィルタ：保持

容量／チャコールフィ

ルタ：吸着容量） 

 

別添 3 

運転員の交替要員体制について 

 

1. 設計基準事故時 

（1）中央制御室滞在時の考慮 

運転員の交替を考慮した中央制御室の居住性

（設計基準）を評価するに当たり，平常時の直交

替である 5 直 2 交替を考慮した。直交替サイクル

を第 3.1.1 表に，評価期間 30 日間の直交替スケ

ジュールを第 3.1.2 表に示す。 

 

第 3.1.1 表 運転員の勤務形態 

 中央制御室の滞在時間 

1 直 8：00～21：45（13 時間 45 分） 

2 直 21：30～8：15（10 時間 45 分） 
 

 

 再処理施設において

は，同一の実施組織要

員が評価期間中室内に

とどまる前提で評価を

実施するため，被ばく

評価においては運転員

の交代要員を考慮しな

い。 
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別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(366／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

 
 

30 日間の中央制御室滞在時間及び入退域時間の

最大値を評価すると，A 班の中央制御室滞在時

間：196 時間（1 直 8 回＋2 直 8 回）が最大とな

る。中央制御室の滞在時間割合は以下のように求

める。 

中央制御室の滞在時間割合＝196h／(24h×30 

日)≒0.27222 

 再処理施設において

は，同一の実施組織要

員が評価期間中室内に

とどまる前提で評価を

実施するため，被ばく

評価においては運転員

の交代要員を考慮しな

い。 

（2）入退域時（交替時）の考慮 

直交替を考慮した場合の入退域時の実効線量は，

建屋出入口に連続滞在した場合の線量を求め，その

値に入退域の時間割合を乗じて評価を行う。直交替

を行う場合の入退域の時間割合は，入退域（片道）

に必要な時間を 15 分とし以下のように求める。 

入退域の時間割合＝8h／(24h×30 日)≒0.01111 
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発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(367／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

2. 炉心の著しい損傷が発生した場合 

重大事故時の中央制御室居住性評価における直

交替の考慮は，実態の勤務形態（5 直 2 交替）に

基づき設定した。被ばく評価においては，事故期間

中に被ばくの影響が大きくなる期間に，勤務スケジ

ュール上，最も長く滞在する場合を想定し評価を行

った。また，班当たりの線量が高くなる場合には，

被ばくの平準化のため日勤業務の班が交替するも

のとし評価を行った。 

（1）中央制御室居住性評価で想定する勤務形態 

被ばく評価の勤務形態については，事故期間中に

放出される放射性物質が多くなる格納容器ベント

実施時及び換気系が停止している事故発生直後が

被ばくの影響の大きくなることから，勤務スケジュ

ール上，最も滞在時間が長くなる場合を想定し設定

した。 

想定する勤務体系は第 3.2.1 表に示すとおりで

ある。また，事故発生直後に滞在している班（Ａ班）

は，線量が高くなることから，被ばくの平準化のた

め，2 日目以降は，Ａ班の代わりに日勤業務の班（Ｅ

班）が滞在するものとし評価を行った。なお，入退

域時の被ばく評価については，入退域（片道）に必

要な時間を 15 分とし評価を行った。 

 

 再処理施設において

は，同一の実施組織要

員が評価期間中室内に

とどまる前提で評価を

実施するため，被ばく

評価においては運転員

の交代要員を考慮しな

い。 

585



別紙４-２ 

発電炉－再処理施設 記載比較 

【Ⅵ-１-５-２-１ 制御室の居住性に関する説明書】(368／379) 
発電炉（東海第二） 再処理施設 備考 

第 3.2.1 表 想定する勤務形態 
 中央制御室の滞在時間 

1 直 8：00～21：45 

2 直 21：30～8：15 

日勤業務 － 

 

 

 

 

① 格納容器ベント実施時に滞在時間が最長となる

場合 

格納容器ベント実施時はベント放出による被ば

くの影響が大きくなることから，ベント実施直前

に交替し，ベント実施時に中央制御室の滞在時間

が最長となる場合（Ｅ班がベント実施時に滞在す

る場合）を想定し，以下の勤務スケジュールで評

価を行った。 

 

 

 

 再処理施設において

は，同一の実施組織要

員が評価期間中室内に

とどまる前提で評価を

実施するため，被ばく

評価においては運転員

の交代要員を考慮しな

い。 

②事故発生直後に滞在時間が最長となる場合 

事故発生直後（事象発生から 2 時間）は換気系

が停止していることから被ばくの影響が大きくな

ることから，事故発生時に交替し，事故発生直後

に中央制御室の滞在時間が最長となる場合（Ａ班

が事故発生直後に滞在する場合）を想定し，以下

の勤務スケジュールで評価を行った。 
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